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調査・報告

はじめに
当機構は、甘味料およびでん粉の需要動向に大き

な影響を与えている人工甘味料および化工でん粉の

具体的なニーズや利用状況を把握するため、食品製

造事業者を対象としたアンケート調査を毎年実施し

ている。

本稿では、平成28年度に実施した「甘味料およ

びでん粉の仕入動向調査」の調査結果について報

告する。なお、砂糖類の調査結果については本誌

2017年８月号を、天然でん粉については同2017

年７月号を参照されたい。

１．調査の方法
（１）調査時期

　平成29年２～３月

（２）調査対象者
　甘味料またはでん粉を使用する食品製造事業者

（３）調査方法
　郵送による調査票の発送および回収を実施

（４）回収状況

食品メーカーにおける
人工甘味料・化工でん粉の利用形態

～平成28年度甘味料およびでん粉の仕入動向調査の概要～
調査情報部

【要約】
　人工甘味料は、飲料向けの用途が多く、カロリーを抑える目的で使用されている。化工でん粉は、幅広
い用途で使われているものの、デキストリン類と加工でん粉の用途には差があった。
　仕入量について、人工甘味料は減少したとする回答が目立った一方、化工でん粉は増加したとする回答
が多かった。

甘味料 でん粉
配布企業数 116社 121社
回収企業数 52社 45社
調査票回収率 44.8％ 37.2％

注：配布企業数および回収企業数には、甘味料とでん粉の両方に回答し
た企業が含まれる。
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（６）集計結果についての留意事項
ア．図中の「n」は有効回答数を表す。

イ．端数処理の関係により、図中の内訳の合計が

100％にならないことがある。

ウ．「不明・無回答」は比較対象から除外する。

２．調査企業の概要
甘味料を使用する企業52社のうち、人工甘味料

を使用する企業は17社（注１）、でん粉を使用する

企業45社のうち、化工でん粉を使用する企業は23 

社（注２）であった。

人工甘味料および化工でん粉を使用する企業の資

本金の額と業種は以下の通り（図１、図２）。

（注１）複数の人工甘味料を使用する企業があるため、１
（５）の集計区分の内訳の合計と一致しない。

（注２）複数の化工でん粉を使用する企業があるため１
（５）の集計区分の内訳の合計と一致しない。

甘味料

砂糖類（注１）
人工甘味料

アスパルテーム アセスルファムカリウム スクラロース
52社 6社 11社 14社

でん粉

天然でん粉（注１）
化工でん粉

デキストリン類（注２） 加工でん粉（注３）

39社 16社 11社

（５）集計区分

注１：砂糖類は、砂糖（液糖を含む）、黒糖（国産のもの）、異性化糖を調査対象とした。
注２：複数の砂糖を使用する企業があるため、回収企業数と内訳の合計は一致しない。

注１：天然でん粉は、国内産ばれいしょでん粉、国内産かんしょでん粉、コーンスターチ、
タピオカでん粉を調査対象とした。

注２：デキストリン類は、難消化性デキストリンを含む。
注３：加工でん粉は、食品衛生法に基づき食品添加物に指定されている11品目を調査対象と

した。
注４：複数のでん粉を使用する企業があるため、回収企業数と内訳の合計は一致しない。
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３．集計結果
（１）人工甘味料
ア．人工甘味料の用途

人工甘味料の用途を見ると、「はっ酵乳・乳酸菌

飲料」が９件と最も多く、次いで「キャンディー・

グミ・チューインガム」（６件）、「果実・野菜飲料」

「コーヒー・ココア・紅茶飲料」（いずれも４件）の

順であった（図３）。「その他」の用途は、水などに

溶かして飲む粉末タイプの飲料や、無果汁の清涼飲

料水などであった。

全体的な傾向として、飲料向けの用途が多かった。

5000万円以

上3億円未満

28%（５社）

3億円以上

10億円未満

5%（１社）

10億円以上

50億円未満

28%（５社）

50億円以上

39%（６社）

5000万円以

上3億円未満

22%（５社）

3億円以上

10億円未満

22%（５社）10億円以上

50億円未満

30%（７社）

50億円以上

26%（６社）

図１　人工甘味料を使用する企業の資本金と業種

図２　化工でん粉を使用する企業の資本金と業種

［資本金の額］

［資本金の額］

畜産（乳飲

料、乳製品含

む）・水産食

料品

39%（６社）

調味料、

糖類、油脂

11%（２社）

パン、菓子

28%（５社）

麺類、冷凍調

理食品、総菜

11%（２社）

清涼飲料、

酒類

11%（２社）

畜産（乳飲

料、乳製品含

む）・水産食

料品

26%（６社）

缶詰、農産

保存食料品

4%（１社）調味料、糖

類、油脂

13%（３社）
精穀・製粉

9%（２社）

パン、菓子

39%（９社）

麺類、冷凍調

理食品、総菜

9%（２社）

［業種］

［業種］
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イ．人工甘味料を使用する商品の数
人工甘味料を使用する商品の数は、種類ごとにや

や異なった（図４）。アスパルテームは、「10点以下」

と「11～50点」と「51～100点」が同率であった。

アセスルファムカリウム、スクラロースは、１企業

当たり「10点以下」が最も多かった。

ウ．人工甘味料を使用する理由
人工甘味料を使用する理由は、「商品中のカロリー

を抑える」が20件と最も多く、次いで「製造原価（製

造コスト）を抑える」（10件）、「他の甘味料との併

用による甘さ調整」（６件）の順であった（図５）。

種類別に見ても、おおむね同様の傾向が見られた。

　健康志向の高まりにより、飲料や菓子を中心に低

カロリーのものが好まれる傾向にあるといえる。他

方、製造原価を抑えることを目的とする企業も多い

ことから、低コスト化を実現する上での重要な原料

となっていることがうかがえる。

7

1

1

2

2

3

3

4

4

6

9

0 2 4 6 8 10 12

その他

アイスクリーム類

ソース・たれ・つゆ類

スナック菓子・米菓・油菓子・ビスケット類

炭酸飲料・スポーツドリンク類

乳飲料

漬物

コーヒー・ココア・紅茶飲料

果実・野菜飲料

キャンディー・グミ・チューインガム

はっ酵乳・乳酸菌飲料

（n = 17）

（件〈延べ〉）
アスパルテーム アセスルファムカリウム スクラロース

図３　人工甘味料の用途（複数回答）

50

45

33

36

27

33

14

18

33

9

0% 25% 50% 75% 100%

ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14)

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝11)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6) 

（％）

１０点以下 １１～５０点 ５１～１００点

１０１点以上 不明・無回答

図４　種類別人工甘味料を使用する商品の数（１企業当たりの商品点数）
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3

10

29

3

3

6

6

39

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

5㌧以上

1㌧以上 5㌧未満

800kg以上1,000kg未満

600kg以上 800kg未満

400kg以上 600kg未満

200kg以上 400kg未満

200kg未満

（n = 17）

（％）

図６　人工甘味料の仕入量（複数回答）

エ．仕入量の動向
（ア）直近１年間の仕入量

平成28年（１～12月、以下同じ）の仕入量は、

「200キログラム未満」が39％と最も多く、次い

で「１トン以上５トン未満」（29％）、「５トン以上」

（10％）の順であった（図６）。

種類別に見ると、アスパルテームとアセスルファ

ムカリウムは「200キログラム」が最も多く、ス

クラロースは「200キログラム」と「１トン以上

５トン未満」が同率で多かった（図７）。

1

1

3

3

3

5

6

10

20
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香りや風味を高める

商品の付加価値を高める

甘味料そのものの味、風味が良い

原材料の苦味や渋みを抑える

品質が安定している

商品に風味を加える

他の甘味料との併用による甘さ調整

製造原価（製造コスト）を抑える

商品中のカロリーを抑える

（n = 17）

（件〈延べ〉）
アスパルテーム アセスルファムカリウム スクラロース

図５　人工甘味料を使用する理由（複数回答）
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（イ）昨年と比較した仕入量の動向
平成27年と比較した28年の仕入量の動向は、ア

スパルテームを除き、「横ばい」が過半を占めた（図

８）。「大幅に増加」「やや増加」と回答した企業は、「既

存商品の需要の変動」を理由に挙げ、業種は乳製品

製造業などであった。「やや減少」「大幅に減少」と

回答した企業は、「商品数の削減」や「商品当たり

の含有量の削減」などを理由に挙げ、業種は製菓業、

飲料業などであった。

全体として、減少したとする回答が目立ち、その

要因が商品の生産の中止・商品設計の見直しによる

ものであることから、人工甘味料を使用した商品の

市場は厳しい競合環境下にあることがうかがえる。

7 7 64
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9
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0% 25% 50% 75% 100%

ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14)

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝11)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6) 

（％）

大幅に増加 やや増加 横ばい

やや減少 大幅に減少

図８　種類別人工甘味料の仕入量の対前年比

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に増加」：平成27年比16％以上の増加
「やや増加」　：同2％以上 - 16％未満の増加
「横ばい」　　：同±2％未満の増減
「やや減少」　：同2％以上 - 16％未満の減少
「大幅に減少」：同16％以上の減少
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ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14) 
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ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝10)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6)

（％）

200kg未満 200kg以上 400kg未満 400kg以上 600kg未満

600kg以上 800kg未満 800kg以上1,000kg未満 1㌧以上 5㌧未満

5㌧以上 不明・無回答

図７　種類別人工甘味料の仕入量
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7

17 17

0% 25% 50% 75% 100%

ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14)

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝11)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6) 

（％）

大幅に増加する見込み やや増加する見込み 横ばいの見込み

やや減少する見込み 大幅に減少する見込み

図９　種類別人工甘味料の今後の仕入量の見込み

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に増加する見込み」：平成28年比16％以上の増加
「やや増加する見込み」　：同２％以上 - 16％未満の増加
「横ばいの見込み」　　　：同±２％未満の増減
「やや減少する見込み」　：同２％以上 - 16％未満の減少
「大幅に減少する見込み」：同16％以上の減少

（ウ）今後の仕入量の見込み
今後の仕入量の見込みは、いずれの種類も「横ば

い」が過半を占めた（図９）。「やや増加する見込み」

と回答した企業は、「他の甘味料から切り替える」

を理由として挙げ、乳製品製造業であった。「やや

減少する見込み」「大幅に減少する見込み」と回答

した企業は、「生産の中止」や「商品数の削減」を

理由に挙げ、調味料製造業、飲料業であった。

オ．仕入価格の動向
（ア）直近の仕入価格

１キログラム当たりの仕入価格（平成29年１月

時点）は、「3000円未満」が26％と最も多く、次

いで「１万円以上２万円未満」（23％）、「3000円

以上5000円未満」「5000円以上１万円未満」（い

ずれも10％）の順であった（図10）。

種類別に見ると、アスパルテーム、アセスルファ

ムカリウムは「3000円未満」が最も多かった。ス

クラロースは「１万円以上２万円未満」が最も多い

ものの、価格の幅が広く、中には「４万円以上」で

仕入れている企業があった（図11）。

16

3

6

6

23

10

10

26

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

4万円以上

3万円以上 4万円未満

2万円以上 3万円未満

1万円以上 2万円未満

5千円以上 1万円未満

3千円以上 5千円未満

3千円未満

（n = 13）

（％）

図10　人工甘味料１キログラム当たりの仕入価格（複数回答）
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カ．人工甘味料に対する評価
人工甘味料に対する評価を「満足」「やや満足」「普

通」「やや不満」「不満」の５段階評価で尋ねたと

ころ、品質面については、「満足」が過半を占めた 

（図13）。

調達面についても、「満足」が過半を占めた（図

14）。

93

82

100

7

18

0% 25% 50% 75% 100%

ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14)

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝11)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6) 

（％）

大幅に上昇 やや上昇 横ばい

やや下落 大幅に下落

図12　種類別人工甘味料の仕入価格の対前年比

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に上昇」：平成27年比16％以上の上昇
「やや上昇」　：同2％以上 - 16％未満の上昇
「横ばい」　　：同±2％未満の増減
「やや下落」　：同2％以上 - 16％未満の下落
「大幅に下落」：同16％以上の下落

（イ）昨年と比較した仕入価格
平成27年と比べた28年の仕入価格の動向は、い

ずれの種類も「横ばい」が大半を占め、おおむね安

定的に推移していると言える（図12）。「やや下落」

と回答した企業は、その要因として「為替の変動」

や「商品の価格改定」を理由に挙げ、業種は製菓業、

乳製品製造業、飲料業であった。

45

50

27

7

33

36

9

17

14 14 7 21

18

0% 25% 50% 75% 100%

ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝11) 

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝9)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6)

（％）

3千円未満 3千円以上 5千円未満 5千円以上 1万円未満

1万円以上 2万円未満 2万円以上 3万円未満 3万円以上 4万円未満

4万円以上 不明・無回答

図11　種類別人工甘味料１キログラム当たりの仕入価格
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（％）

満足 やや満足 普通
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ｽｸﾗﾛｰｽ

（ｎ＝14)

ｱｾｽﾙﾌｧﾑ

ｶﾘｳﾑ

（ｎ＝11)

ｱｽﾊﾟﾙﾃｰﾑ

（ｎ＝6) 

（％）

満足 やや満足 普通

やや不満 不満

図13　人工甘味料の品質面に対する評価

図14　人工甘味料の調達面に対する評価

（２）化工でん粉
ア．化工でん粉の用途

化工でん粉の用途を見ると、「スナック菓子・米菓・

油菓子・ビスケット類」が６件と最も多く、次いで「水

産練り製品」「ソース・たれ・つゆ類」（いずれも４

件）、「パン」（３件）の順であった（図15）。

種類別に見ると、デキストリン類は「パン」が最

も多く、加工でん粉では「スナック菓子・米菓・油

菓子・ビスケット類」と「水産練り製品」が同数で

多かった。
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イ．化工でん粉を使用する商品の数
　化工でん粉を使用する商品の数は、１企業当た

り「11～50点」が最も多かった（図16）。
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1
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1

1

2

2

2

2

3

4

4

6

0 2 4 6 8 10 12

その他

キャンディー・グミ・チューインガム

チョコレート類

即席めん

はっ酵乳・乳酸菌飲料

アイスクリーム類

ルウ製品（固形、粉状、ペースト）

乳飲料

清涼飲料

ハム・ソーセージ類

ミックス粉

和生菓子・洋生菓子

プリン・ゼリー類

水産物、野菜または畜産物の缶・瓶詰

レトルトパウチ食品

パン

ソース・たれ・つゆ類

水産練り製品

ｽﾅｯｸ菓子・米菓・油菓子・ﾋﾞｽｹｯﾄ類

（n = 23）

（件〈延べ〉）
デキストリン類 加工でん粉

18

6

45

38

18

13

18

13 31

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝11）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝16）

（％）

１０点以下 １１～５０点 ５１～１００点

１０１点以上 不明・無回答

図15　化工でん粉の用途（複数回答）

図16　化工でん粉を使用する商品の数（１企業当たりの商品点数）

ウ．化工でん粉を使用する理由
化工でん粉を使用する理由は、「商品の付加価値

を高める」と「品質が安定している」が同数の５件

と多く、次いで「かさ増しする」（４件）、の順であっ

た（図17）。

種類別に見ると、デキストリン類は「かさ増しす

る」が最も多く、加工でん粉は「商品の付加価値を

高める」が最も多かった。

物理的に加水分解して得られるデキストリン類

は、でん粉の分解度合いによって、甘さ、粘性、カ

ロリー、溶解度などの性質が変わることから、この

性質を利用して幅広い用途に使われている。加工で

ん粉は、「品質が安定している」「天然でん粉の欠点

を補う」を理由に挙げる企業もあることから、食品

の品質を保持する目的で使用される傾向が強いと言

える。
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他の原材料の色が損なわれない

とろみを付ける

離水を防ぐ

色つやを良くする

商品中のカロリーを抑える

他のでん粉の併用による糊化・老化調整

商品特性上、他のでん粉に代替できない

甘さを加える

天然でん粉の欠点を補う

食感を良くする

製造原価（製造コスト）を抑える

価格が安定している

かさ増しする

品質が安定している

商品の付加価値を高める

（n = 23）

（件〈延べ〉）
デキストリン類 加工でん粉

19

19

4

4

19

37

0% 10% 20% 30% 40%

不明・無回答

1,100㌧以上

900㌧以上1,100㌧未満

700㌧以上 900㌧未満

500㌧以上 700㌧未満

300㌧以上 500㌧未満

100㌧以上 300㌧未満

100㌧未満

（n = 18）

（％）

図17　化工でん粉を使用する理由（複数回答）

図18　化工でん粉の仕入量（複数回答）

エ．仕入量の動向
（ア）直近１年間の仕入量

平成28年の仕入量は、「100トン未満」が37％

と最も多く、次いで「100トン以上300トン未満」

「1100トン以上」（いずれも19％）の順であった（図

18）。

種類別に見ると、デキストリンは、「100トン未

満」が38％と最も多く、「100トン以上300トン

未満」と合わせると過半を占めた。加工でん粉は、

「100トン未満」と「1100トン以上」が同率の

36％と多く、仕入量が多いグループと少ないグルー

プとに二分された（図19）。
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（イ）昨年と比較した仕入量の動向
平成27年と比較した28年の仕入量の動向は、い

ずれの種類も「横ばい」が過半を占めた（図20）。

「大幅に増加」「やや増加」と回答した企業は、その

要因として「既存商品の需要の変動」を理由に挙げ、

業種は製菓業、製粉業、乳製品製造業であった。

種類別に見ると、加工でん粉は、「大幅に増加」

と「やや増加」を合わせると３分の１を占めた。中

食市場の伸長や訪日外国人の増加などによる加工食

品向け需要の増加などが背景にあるとみられる。

（ウ）今後の仕入量の見込み
今後の仕入量の見込みは、いずれの種類も「横ば

い」が大半を占めた（図21）。「やや増加する見込み」

と回答した企業は、その要因として「商品数を増や

す」を理由に挙げ、業種は製菓業および製粉業であっ

た。「やや減少する見込み」と回答した企業は、そ

の要因として「商品の生産を中止する」を理由に挙

げ、業種は製パン業であった。

9

6

27 64

94

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝11）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝16）

（％）

大幅に増加 やや増加 横ばい

やや減少 大幅に減少

図20　種類別化工でん粉の仕入量の対前年比

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に上昇」：平成27年比16％以上の上昇
「やや上昇」　：同2％以上 - 16％未満の上昇
「横ばい」　　：同±2％未満の増減
「やや下落」　：同2％以上 - 16％未満の下落
「大幅に下落」：同16％以上の下落

36

38

9

25 6

9 36

6

9

25

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝10）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝12）

（％）

100㌧未満 100㌧以上 300㌧未満 300㌧以上 500㌧未満

500㌧以上 700㌧未満 700㌧以上 900㌧未満 900㌧以上1,100㌧未満

1,100㌧以上 不明・無回答

図19　種類別化工でん粉の仕入量
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オ．仕入価格の動向
（ア）直近の仕入価格

１キログラム当たりの仕入価格（平成29年１月

時点）は、「120円以上160円未満」が19％と最も

多く、次いで「280円以上」（15％）の順であった

（図22）。

種類別に見ると、デキストリン類は「120円以

上160円未満」が最も多く、加工でん粉はそれぞ

れの価格帯にほぼ均等に分布していた（図23）。

9

6

91

88 6

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝11）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝16）

（％）

大幅に増加する見込み やや増加する見込み 横ばいの見込み

やや減少する見込み 大幅に減少する見込み

図21　種類別化工でん粉の今後の仕入量の見込み

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に増加する見込み」：平成28年比16％以上の増加
「やや増加する見込み」　：同２％以上 - 16％未満の増加
「横ばいの見込み」　　　：同±２％未満の増減
「やや減少する見込み」　：同２％以上 - 16％未満の減少
「大幅に減少する見込み」：同16％以上の減少

41

15

7

7

4

19

7

0% 10% 20% 30% 40%

120円未満

120円以上 160円未満

160円以上 200円未満

200円以上 240円未満

240円以上 280円未満

280円以上

不明・無回答

（n = 14）

（％）

図22　化工でん粉１キログラム当たりの仕入価格（複数回答）
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カ．化工でん粉に対する評価
化工でん粉に対する評価を「満足」「やや満足」「普

通」「やや不満」「不満」の５段階評価で尋ねたとこ

ろ、品質面については、いずれの種類も「満足」が

最も多く、「やや満足」と合わせると過半を占めた 

（図25）。

調達面については、いずれの種類も「満足」が最

も多く、「やや満足」と合わせると過半を占めた（図

26）。

9 91

88 13

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝11）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝16）

（％）

大幅に上昇 やや上昇 横ばい

やや下落 大幅に下落

図24　種類別化工でん粉の仕入価格の対前年比

注：凡例の増減率は以下の通り。
「大幅に上昇」：平成27年比16％以上の上昇
「やや上昇」　：同2％以上 - 16％未満の上昇
「横ばい」　　：同±2％未満の増減
「やや下落」　：同2％以上 - 16％未満の下落
「大幅に下落」：同16％以上の下落

（イ）昨年と比較した仕入価格
平成27年と比べた28年の仕入価格の動向は、い

ずれの種類も「横ばい」が大半を占め、おおむね安

定的に推移していると言える（図24）。「やや増加

する見込み」と回答した企業は、「原料作物の市場

相場の変動」を理由に挙げ、業種は油脂製造業であっ

た。「やや減少する見込み」と回答した企業は、「為

替の変動」「商品の価格改定」を理由に挙げ、業種

は製パン業、乳製品製造業であった。

平成28年はコーンスターチ用のトウモロコシの

輸入価格が大幅に下落した年であったことを踏まえ

ると、仕入価格が低下した企業はコーンスターチを

原料とするデキストリン類を使用しているとみられ

る。
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加工でん粉

（ｎ＝9）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類

（ｎ＝7）

（％）

120円未満 120円以上 160円未満 160円以上 200円未満

200円以上 240円未満 240円以上 280円未満 280円i以上

不明・無回答

図23　種類別化工でん粉１キログラム当たりの仕入価格
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おわりに
仕入量について、人工甘味料は減少したとする回

答が目立った一方、化工でん粉は増加したとする回

答が多かった。前者の要因として、健康志向の高ま

りにより、競合する商品が市場に多数ひしめき合っ

ていることから、回答を得た企業の商品については

厳しい競争にさらされていることがうかがえる。人

工甘味料が使われている商品が比較的多い飲料市場

では、近年、茶系飲料やフレーバーウォーターの人

気・関心が高まっており、競合環境は今後ますます

厳しくなるものと思われる。

他方、後者の要因として、中食需要やインバウン

ド需要の伸びなどに支えられているものと考えられ

る。化工でん粉の需要は、今後、①東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催を控え、さらに訪日外国

人客数の増加が見込まれること②高齢化が進み、単

身世帯が増加すること－などから、堅調に推移する

と考えられる。

最後にお忙しい中、本調査にご協力いただいた企

業の皆さまに、改めて厚く御礼申し上げます。

36

63

18

6

45

31

0% 25% 50% 75% 100%

加工でん粉

（ｎ＝11）

ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ類
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やや不満 不満
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満足 やや満足 普通

やや不満 不満

図25　化工でん粉の品質面に対する評価

図26　化工でん粉の調達面に対する評価


